
（別紙２）

平成２２年度食品流通関連予算の概要

【事業者支援関係】

①「一貫したコールドチェーン体制の整備」 23（前年度 0）百万円

生産から消費に至る各段階の関係者が一体となって行う卸売市場における

コールドチェーン体制づくりのために必要な設備・機器の導入の支援。

【調査関係】

①「食品流通高度化推進調査」 18（前年度 0）百万円

食品流通の高度化の推進と生産者の所得向上を図る観点から、生産から消

費に至る各段階の関係者が一体となって行うコールドチェーン体制づくりな

ど、卸売市場における品質管理の高度化のための取組についての調査・検討。

②「食品流通効率化推進調査」 88（前年度 0）百万円

食品流通の効率化・合理化の推進と生産者の所得向上を図る観点から、フ

ードチェーンの各段階における関係者が連携して行う輸送行程の効率化や包

装・荷役作業の効率化などの取組についての調査・検討。

③「次世代流通情報インフラ調査」 36（前年度 0）百万円

食品流通の効率化を支援する観点から、フードチェーンの各段階の事業者

が、商品管理効率の更なる向上等を図るため、次世代の流通情報インフラの

利用について、事業者に対するニーズの網羅的な調査等。

④「食品流通効率化・高度化推進」 9（前年度 0）百万円

食品流通の効率化等に係る事例の調査や、その成果のとりまとめを通じて、

食品流通の効率化等を推進する方策の検討。

⑤「地域商店街等活性化推進」 14（前年度 0）百万円

食品販売機能の強化や付加価値の創出に係る事例の調査や、その成果のと

りまとめを通じて、食料品小売店の機能を維持・強化する方策の検討。


